
  　・　内部研修を定期的に行い、その方の背景（家族構成、住環境、疾患、目標等々）を再度全職員で共通認識する。

　　・　日々の生活の中で喜ばれる事は何か？「ご利用者様視点」で考え、小規模らしい柔軟できめ細やかなサービスを提供する。

防
災
・
災
害
関
係
・
防
犯

災害想定、防犯対策（想定される災害等）

６月 震災 有り 地震発生、津波を想定し訓練を行う

災害訓練計画と対応（法定訓練、災害時の対応、緊急連絡体制）・防犯対策

訓 練 予 定 月 訓 練 種 別 立会有無 訓 練 目 的

給食委員会 １名（毎月） 親和会会議 １名（毎月）

安全衛生委員会 １名（毎月）

１１月 火災 有り 夜間想定の火災想定の訓練を行う

チームワーク向上研修

「フォローアップ研修
ネット配信」

左記の他、各自興味の
ある研修を

受講して頂こうと思いま
す。

会
議
・
委
員
会

■会議・委員会計画（法令必須、事業独自）

会議委員会名 参加予定者（人数） 会議委員会名 参加予定者（人数）

事故予防委員会 ３名（毎月） やすらぎ会議 １６名（毎月）

経費削減委員会 ３名（年３回）

倉敷市小規模連絡会 年２回×1名～２名

認知症に関する研修

外
部
研
修

■職員外部研修計画（資格取得等も含む）

研修 名称 参加予定者（人数） 研修 名称 参加予定者（人数）

岡山県小規模連絡会 年３回×1名～2名

生活リハビリ研修

事故予防及び緊急時対応研修

感染症に関する研修

　③　様々な体験をする事で、生活に張りや自信が持てる様支援する。　　

　　・　役割を持ってもらったり、ご自分で出来ることはして頂く。又行事や様々なレクレーションの充実を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

基
本
運
営
計
画

■令和３年度運営計画

　年度テーマを達成するための具体的な運営計画を優先順位別に記入

　①　明るく安心して過ごせる雰囲気を作り、心の拠り所となる場となる様に努める。

　　　笑顔と明るい挨拶を心掛ける。時間を上手に使い、環境整備もしっかりする。

　　　様子をしっかり観察したり、積極的にコミュニケーションを取る等して、思いを汲み取る。

　②　個々にあった支援をする。

事
業
所

基本方針 笑顔と感謝を忘れずに　共に歩み共に成長　地域との共生

年度テーマ 生き生きとした表情・笑顔を引き出す　　～「今日も楽しかった」と思える日々の提供～

数値目標 登録者２１名の確保
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３ 月

　身体拘束・高齢者虐待

　ひな祭り・茶話会

１ 月

　新年会

２ 月

　

　節分会

１１月

　感染症対策

　希望外出（担当職員が希望を聞き、小グループに分かれて実施）

１２月

　

　クリスマス会

９ 月

　敬老会

１０月

　希望外出（担当職員が希望を聞き、小グループに分かれて実施）

研
修
計
画

内部研修計画（教育計画）※テーマを設定し確実に取り組んでください（上段）／施設行事・企画（下段）

月 度 「研修テーマ：　小規模多機能の職員としての資質を高める」

４ 月

　「ご利用者様背景等」

７ 月

　夏祭り・創設記念（茶話会）

８ 月

　そうめん流し

　花見（小グループに分かれて実施）　

５ 月

　「ご利用者様背景等」

　希望外出（担当職員が希望を聞き、小グループに分かれて実施）

６ 月

　「ご利用者様背景等」

　希望外出（担当職員が希望を聞き、小グループに分かれて実施）


